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〇さあ、夏休み。学校での学びを生かすとき。 
 
本日で１学期が終了しました。振り返ると、新型コロナウイルスや大雨に翻弄されること

が多かった１学期ですが、そんな中でも、自分のやるべきことをしっかり行い、着実に成長

を続けた南陽っ子たちは本当に素晴らしかったと思います。大きな拍手を送りたいと思って

います。 

また、保護者の皆様におかれましても、なかなか先が見通せない中に、南陽小学校の教育

活動を様々な角度から御支援いただきありがとうございました。学期末の面談に際しても、

お忙しい中に御来校いただき感謝申し上げます。 

 

さて、明日からいよいよ夏休みが始まります。夏休みは、子供たちがこれまで学んだこと

を、実際の生活の中で生かすときです。 

 

南陽小学校の子供たちは、１学期に次のような力をつけています。 

☆相手を見てしっかりと話を聞く力。（話す人を大切にしていますという意思表示） 

    ☆気持ちのよいあいさつをする力。（ワンストップ、目を見て、笑顔で、自分から） 

    ☆靴やスリッパ、雑巾などをきちんとそろえる力。（相手意識、整える力） 

 

 まだ他にもたくさんありますが、この三つは南陽小学校の職員と子供が特に力を入れて実

現を目指したことです。学校ではかなりできていますので、夏休み中は、御家庭や地域でも

これらの力を発揮できるよう見守っていただければと思います。 

学校はあくまでも練習。学校を離れた日々の生活が本番です。学校で身に付けた力を学校

から離れたところでも発揮できるかが勝負です。南陽っ子のがんばる姿を期待しています。 

 

そして、通信の結びに一言。新型コロナウイルス感染症はいまだ収束せず、また身近なと

ころでも思いがけない事故が起きるなどしています。自分の命を守るためにできることをし

っかり考えて過ごしてほしいと願っています。充実した夏休みが終わって一回り成長した子

供たちに会えることを楽しみにしています。 

 

＜梅雨明けの空と、校舎わき 

咲いているひまわり＞ 

南陽小学校の校舎も、これか

ら少しの間寂しくなりますが、

休み明けの子供たちの活躍をこ

のひまわりが予感させてくれま

す。 

※カラーの画像は南陽小学校ホーペー

ジでご覧ください。  


